

























































































氏 名  太 田  圭 一  
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、工作機械の生産現場を対象として、現場観察やヒアリングに基づいた定性
的な分析ならびに生産管理データと生産シミュレータを用いた定量的な分析を行いな
がら、生産条件の不確実性が生産性に与える影響を明らかにし、個々の作業者のスキル
分布をどのようにデザインすれば組織としての生産性向上が達成できるかについてま
とめたものであり、得られた主な成果は次のとおりである 
１． 工作機械の生産では、需要変動、サプライチェーン、作業の熟練度等が生産活
動の不確実性に影響し、これらの不確実事象に対して生産現場が適応的にリス
ケジューリングや作業配分を行うことによってシステムがさらに複雑になる。
このような複雑な生産システムの問題の背景と要因の定義を行った。 
２． 出荷日程と標準時間を用いて設定された工程納期に対する納期余裕をもとに、
組立途中の機械の滞留時間、作業者の平均稼働率、複数作業実施との関係を調
査した。その結果、納期余裕が作業形態に影響を与えることを示した。 
３． 現場職長の作業配分とリスケジューリング方法を差立規則としてプログラム
化し、確率的な要素として作業者毎のスキルに応じた作業時間、作業スペース
数、部品欠品、作業時間ばらつき、作業不良（手戻り）、作業者の欠勤を考慮
し、需要変動のある計画に対して生産シミュレーションを行って稼働率、納期、
残業時間数を評価した。この手法により、生産実績の推移をある程度の精度で
シミュレーション可能であることを示し、確率的な事象の生産指標への影響度
合と効果的な差立規則を明らかにする方法を提示した。 
４． 構築したシミュレーションモデルを用いて、スキル習熟過程を模擬した作業者
のスキルパターンを設定し、納期と稼働率、残業時間にどのような変化をおよ
ぼすか評価した。その結果、各作業者がどのような順番でスキル獲得を行えば
よいかについての指針を定量的な評価のもとに得られることを示した。この方
法により、生産現場の不確実性とそれに適応した現場作業を考慮しながら、実
生産の中で組織にとって必要なスキルバランスのデザインが可能となる。 
 
以上、本論文は多様な不確実性に対応しなければならない生産システムの生産性の向
上に重要な因子や規則を明らかにし、生産システムを具体的にデザインするための知見
を示しており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平２７年２月２４日、論文内容と
それに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満た
していることを確認し、合格と認めた。 
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